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近

世

唐
江主己
田

清

濁

の

r輪、

一
] 

日
本
語
に
清
濁
が
あ
り
、
中
国
語
に
も
清
濁
が
あ
る
。
「
清
濁
」
の
概
念
は

中
国
か
ら
日
本
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
日
本
漢
字
音
の
清
濁
は
韻
警
か

ら
想
定
さ
れ
る
中
国
の
漢
字
音
の
清
濁
と
は
全
く
一
致
す
る
訳
で
は
な
い
。
韻

鏡
な
ど
、
等
韻
学
に
い
う
清
音
次
清
音
は
呉
音
で
清
音
、
濁
音
は
呉
音
で
濁
音
、

と
い
う
の
が
一
殻
的
な
対
応
で
あ
る
が
、
例
外
が
存
ず
る
。
漢
音
に
関
し
て
は
、

韻
鏡
に
い
う
清
音
次
消
音
濁
音
が
清
音
で
、
次
濁
音
が
濁
音
で
現
れ
る
と
い
う

の
が
一
般
的
な
の
だ
が
、
こ
れ
も
例
外
が
存
す
る
。
こ
の
離
簡
に
つ
い
て
は
、

関
本
勲
氏
(
注
l
)
や
高
松
政
雄
氏
(
注
2
)
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
い
る
。

近
世
唐
音
に
つ
い
て
も
離
離
が
有
る
こ
と
は
同
様
で
あ
る
が
、
近
世
騒
音
と

い
っ
て
も
清
濁
の
有
り
方
は
一
様
で
は
な
い
。
『
三
音
正
鵠
』
に
も
記
さ
れ
(

注
3
)
、
有
坂
秀
世
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
(
注
4
)
、
大
き
く
分
け
て
、
濁
音

を
持
つ
杭
州
音
(
漸
江
音
・
俗
音
)
と
、
濁
音
が
清
音
と
な
る
宮
音
(
南
京
音
)
に

な
る
(
注
5
)
。
い
わ
ば
、
濁
声
母
を
持
た
ぬ
官
話
が
漢
音
の
様
な
存
在
で
、
濁

声
母
を
持
つ
杭
州
音
が
岡
山
一
(
音
の
様
な
存
在
で
あ
る
(
注
6
)
と
言
え
よ
う
(
以
下
、

「
清
濁
の
一
区
別
が
あ
る
・
な
い
」
と
い
う
場
合
は
、
中
国
原
音
に
於
て
、
「
濁

声
母
が
清
芦
母
に
合
流
し
て
し
ま
っ
て
い
な
い
・
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
っ
た
だ
、
漢
音
に
於
て
は
次
濁
音
の
非
轟
音
化
に
よ
り
、
泥
母
明
母
が

ダ
行
パ
行
で
表
わ
れ
る
ご
と
が
有
る
が
、
近
世
膳
音
の
官
音
に
は
そ
れ
が
無
い
。

つ
ま
り
、
近
世
唐
音
の
官
音
で
、
濁
膏
と
し
て
欝
き
表
さ
れ
る
と
と
に
な
る
の

は
、
非
奥
音
で
定
着
し
た
日
母
と
、
日
本
語
が
対
応
す
る
鼻
音
を
持
た
ぬ
為
に

呉
音
に
於
て
も
ガ
行
で
写
さ
れ
て
い
た
疑
母
だ
け
、
と
い
う
の
が
原
則
別
で
あ
る
。

一
方
、
杭
州
苦
は
、
奉
母
陸
母
が
ア
ヤ
ワ
行
で
表
わ
れ
る
の
を
験
く
会
濁
声
母

開

島

明

治

が
濁
音
で
表
記
さ
れ
、
他
に
呉
音
と
は
違
っ
て
臼
母
が
ザ
行
で
写
さ
れ
る
の
が

原
則
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
濁
点
の
付
さ
れ
て
い
な
い
資
料
で
も
、
毘
母
奉
母
が
ア

ヤ
ワ
行
音
で
表
わ
さ
れ
て
い
れ
ば
杭
州
音
系
の
資
料
と
み
な
す
こ
と
が
出
来
る

わ
け
で
あ
る
。

有
坂
氏
も
、
杭
州
音
の
資
料
と
、
官
音
の
資
料
を
分
け
て
示
し
て
お
ら
れ
る

が
、
今
、
有
坂
氏
の
示
し
た
も
の
に
加
え
て
、
近
世
唐
音
資
料
を
分
類
し
て
み

る
と
次
の
様
に
な
ろ
う
。

《
清
濁
の
霞
尉
あ
る
資
料
(
俗
語

i
漸
江
音
系
)
》

心
越
所
傍
の
唐
音
・
四
番
属
音
排
の
漸
江
音
・
騒
音
和
解
・
騎
話
築
要
・
唐
詩

選
唐
音
・
南
山
俗
語
考
・
忠
義
水
諦
簿
解
・
瀞
講
社
常
談
・
傍
遺
教
鰻
・
隅
圏

謬
通
・
躍
光
韻
鏡
、
一
ニ
音
正
誤
の
杭
州
者
・
正
字
類
音
集
脇
島
・
貌
氏
楽
譜
・
襲

撃
留
套
・
静
嘉
堂
一
文
庫
本
日
本
舘
謬
語
に
付
さ
れ
た
唐
音
・
八
摺
卓
燕
式
記
・

麗
人
間
醤
・
堕
話
為
文
護
・
崎
港
関
見
録
・
俗
語
解

《
清
濁
の
区
別
の
な
い
資
料
(
官
話
系
)
》

購
謬
便
覧
・
唐
音
雅
信
語
類
・
庸
語
使
用
・
唐
音
撃
腐
・
窟
音
一
二
髄
詩
誇
讃
・

新
鏑
詩
牌
譜
・
四
警
唐
音
耕
の
南
京
音
・
多
く
の
黄
繋
資
料
・
磨
光
韻
鏡
、
一
二

音
正
識
の
官
音
・
関
帝
露
経
・
唐
音
世
話
・
麓
幼
略
記
の
南
京
音

問
題
と
な
る
の
は
、
清
濁
の
一
区
別
の
な
い
資
料
で
は
、
日
母
・
疑
母
以
外
で

濁
点
の
有
る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
清
濁
の
区
別
あ
る
資
料
で
は
、
清
声
母
な
の

に
濁
点
の
有
る
も
の
と
、
濁
声
母
な
の
に
濁
点
の
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
後
者

は
濁
点
の
非
積
極
性
、
並
に
中
国
語
の
濁
音
の
簡
え
の
弱
さ
(
注
7
)
か
ら
問
題

と
し
が
た
い
。
但
し
、
資
料
に
よ
っ
て
は
、
か
な
り
積
極
的
に
濁
点
を
打
っ
て

い
る
と
見
ら
れ
る
も
の
も
有
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
資
料
で
濁
声
母
に

濁
点
の
打
た
れ
て
い
な
い
文
字
に
関
し
て
は
機
会
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

九
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r問、
一-
L噂明J

湾
、
溺
の
区
別
の
な
い
資
料
の
中
で
、
疑
母
呂
母
以
外
で
濁
点
の
付
さ
れ
た
文

字
を
拾
う
と
、
以
下
の
如
く
で
有
る
。
康
韻
系
の
韻
警
に
見
え
る
声
母
毎
に
ま

と
め
た
が
、
被
数
の
音
を
持
つ
文
字
の
場
合
は
、
濁
声
母
の
方
を
優
先
し
て
一

方
に
記
し
、
括
弧
内
に
別
の
声
母
を
記
し
た
。
尚
、
歯
音
の
ニ
等
三
等
の
区
別

は
、
「
駄
母
/
散
3
母
」
の
よ
う
に
記
し
た
3

『
騨
林
謀
謂
』
(
注
8
)

《
清
声
母
》
〔
靭
母
〕

適
ベ
ン

重
版
時
一
聯
林
課
請
』
(

U

げは

9
)

〔
樽
母
〕
上
ジ
ヤ
ン
〔
定
母
〕

《
清
声
母
》

{
刺
市
母
}
適
ベ
ン

{
見
母
〕
均
ギ
ン

門
繍
母
〕
尊
ヅ
ヲ
ン

代
ダ
イ

{
非
母
〕

門
心
母
〕

{
影
母
〕

思先返
ゲゼパ
ンンン

句
品
質
繋
清
規
』
(
注
間
山
)

門
定
母
}
道
ダ
ー
ウ
頭
デ
ー
ウ

《
椅
声
母
》

{
隣
母
〕
叡
一
ゴ
ツ

{
讃
母
〕

丈
ヂ
ヤ
ン

員
築
審
思
版
吋
金
翻
般
若
按
羅
議
経
』
(
往
日

{
定
母
〕
道
ダ
ウ

{
従
母
〕
浄
欝
讃
ヂ
ン

〔淋
3
母
〕
乗
ヂ
ン

〔
澄
母
〕

{
樽
母
〕

九
六

塵
ヂ
ン

受
欝
ジ
ウ
甚
ジ
ム
上
ジ
ヤ
ン

古
版
『
金
制
搬
若
波
羅
鐙
経
h

(

長
崎
崇
福
寺
蔵
)
疑
母
日
母
以
外
の
濁
点
な
し

繋
紫
版
『
観
音
経
』
(
校
門
M
)

門
並
母
〕
婆
ボ
門
邪
母
}

一
一
等
ヂ
ン
・
ジ
ン

{
従
母
〕

浄
ヂ
ン

員
築
審
活
版
司
観
音
経
h

(

奥
村
三
雄
氏
蔵
)
疑
母
日
母
以
外
の
濁
点
な
し

明
一
一
一
千
傍
名
鰹
』
(
注
目
)

{
禅
母
}
上
ジ
ヤ
ン

明
慈
悲
水
機
法
』
(
注
M
H
)

門
奉
母
}
復
ブ
傍
ブ
。

【
禅
母
〕
上
ジ
ヤ
ン

《
清
芦
母
》

〔
輔
母
}
遜
ベ
ン

司
仏
説
究
網
経
』
(
注
目
)

〔
禅
母
〕
尚
ジ
ヤ
ン

司
関
帝
露
経
』
(
注
間
山
}

門
禅
母
}
成
ヂ
ン

{
群
母
}

〔
見
母
〕

掲
(
渓
母
見
母
)
ゲ

劫
ゲ

{
影
母
}

恩
ゲ
ン



朝
潤
春
韓
司
自
殺
機
庸
宮
脇
m

h

(
注
口
)
の
南
京
音

弁
パ
ア
ン
盆
ベ
エ
ン
(
下
)
{
定
母
〕
待
ダ
イ
(
上
)

罪
ヅ
イ
緊
ヅ
ユ
イ
(
上
}
訊
ジ
ン
繋
{
徹
母
泥
母
)
ジ
ユ
イ
(
下
)

循
(
上
)
殉
ジ
ユ
ン
巡
ジ
ユ
ン
日
ヅ
イ
ン
摩
ジ
ヤ
ン
預
ヅ
ヲ
ン

麗
(
照
母
)
ジ
ヨ
ツ
(
下
)

〔淋
3
母
〕
顕
ジ
ユ
ン
食
ジ
ツ
u

ズ
ウ
(
上
)
麗
(
縛
母
)
ジ
ン
(
下
)

門
機
母
〕
撞
ヂ
ツ
蕃
ゼ
ン
執
ジ
ヨ
ツ
{
上
)
熟
ジ
ヨ
ツ
欝
ジ
ユ
ン
(
下
)

《
滑
声
母
》

{
克
母
〕
檎
{
議
母
)
ボ
イ
(
下
)

{
並
母
〕

〔
従
母
〕

門
邪
母
〕

{
務
母
}

補
(
暫
母
}
ボ
イ
(
下
}

岡
島
冠
山
付
音
か
吋
新
鱗
詩
碑
譜
』
(
注
凶

門
定
母
〕
欝
ド
ツ

岡
島
冠
山
内
麿
者
三
髄
詩
』
{
注
悶
)

門
禅
母
〕
上
ジ
ヤ
ン
是
ズ
ウ
樹
ジ
ユ
イ
{
従
母
}

〔淋
3
母
〕
神
ジ
ン
門
定
母
〕
弾
ダ
ン
{
群
母
〕

自
ズ
ウ
及
ギ
ツ

間
島
冠
山
『
騒
音
暴
露
』
(
注
油
)

門
邪
母
〕
循
ジ
ユ
ン
(
学
)
{
淋
3
母
〕
神
ジ
ン
踊
ジ
ユ
ン
(
庸
)

門
禅
母
〕
盛
慎
ジ
ン
(
蕗
)

《
構
声
母
》
門
智
母
〕

保
パ
ー
ウ
(
学
)

岡
島
冠
山
『
騒
音
雅
信
語
鎖
』
(
控
幻
)

門
禅
母
〕
執
熱
ジ
ヨ
ツ
是
ズ
ウ

《
清
声
母
》

〔
暫
母
〕
悲
ボ
イ

〔淋
3
母
〕
嚇
飽
食
ジ
ツ

ウ
心
母
〕

繋
(
撤
母
泥
母
)
ジ
ユ
イ

『
唐
音
世
語
』
(
注
幻
)

〔
並
母
〕
瓶
ピ
ン
盤
パ
ン
{
禅
母
〕

〔
従
母
〕
在
、
ザ
イ
曽
ヂ
エ
ン
門
非
母
〕

門
明
母
〕
塾
ベ
抹
パ
蜜
ピ
木
ボ
・
モ
描
ピ
ヤ
ー
ウ

{
微
母
〕
舞
ブ

門
泥
母
〕
納
ダ

《
清
声
母
》

〔
見
母
〕
堅
ゲ
ン
各
ゴ

{
輸
母
}
轍
ジ
イ

《
次
清
声
母
》

上
ジ
ヤ
ン
是
ズ

不
ブ
坂
パ
ン

〔
心
母
〕

孫
ゾ
ン
勺
ソ
ン
)

{
透
母
〕

他
ダ

全
体
的
に
ザ
行
や
ヂ
ヅ
と
い
っ
た
表
記
の
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

に
は
本
来
、
日
母
で
な
い
も
の
歯
音
等
が
、
方
音
に
よ
っ
て
は
日
母
に
変
化
し

て
い
る
も
の
が
有
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
の
反
映
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
時
漢
語
方
音
字
陸
』
に
よ
る
と
、
同
問
え
ば
慶
門
で
は
、
精
母

の
「
子
顕
譲
」
従
母
の
「
{
子
」
邪
母
の
「
祥
」
荘
母
の
「
技
爪
」
問
問
母
の
「
遮
」

が
臼
母
と
関
じ
宮
止
な
ど
の
発
音
に
な
っ
て
い
て
、
潮
州
で
は
、
邪
母
の
「
寺
」

、
従
母
の
「
字
」
、
荘
母
の
「
爪
」
が
臼
母
と
開
じ
{

N

}

な
ど
の
発
音
に
な
っ

て
い
る
。

ザ
行
が
多
そ
う
な
の
は
、
日
本
語
側
の
費
任
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
濁
音

の
前
の
鼻
音
性
が
、
ザ
パ
ダ
ガ
行
の
願
に
失
わ
れ
て
ゆ
き
、
ザ
行
は
比
較
的
早

九
七



い
時
期
に
鼻
音
性
を
失
っ
て
い
た
こ
と
と
関
係
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る

い
は
、
そ
れ
と
は
別
に
、
摩
擦
音
の
闘
え
方
の
問
題
や
、
単
に
歯
音
や
舌
上
音

が
多
い
(
サ
行
な
ど
で
よ
ま
れ
る
字
が
多
い
)
だ
け
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ず
、
な
お
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
見
渓
群
母
が
、
疑
母
と
同
じ
音
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
、

『
漢
語
方
音
字
睦
』
の
慶
問
で
は
、
見
母
の
「
爽
簡
岐
」
が
{
忠
音
に
成
っ
て

い
る
。慶
門
は
羅
常
培
吋
麗
門
音
系
』
に
よ
れ
ば
、
清
濁
の
区
別
そ
失
っ
た
方
言
と

雷
っ
て
よ
く
、
中
古
の
濁
音
は
、
無
声
無
気
音
や
無
官
一
一
戸
有
気
音
と
な
っ
て
現
れ

る
の
が
普
通
で
あ
る
。
一
方
、
次
濁
音
は
轟
音
の
ま
ま
留
る
も
の
と
、
非
鼻
音

化
し
て
有
声
音
(
非
鼻
音
)
に
成
る
も
の
と
が
有
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
慶
門

音
は
、
中
古
漢
語
と
問
様
、
無
声
無
気
・
無
声
有
気
・
有
声
非
鼻
音
・
有
声
奥

昔
、
の
対
立
な
持
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
所
属
は
中
古
漢
語
と
は
全
く

異
な
る
の
で
あ
る
。
岡
本
勲
氏
は
、
慶
門
で
は
毘
母
の
九
四
%
が
濁
音
∞
で
現

れ
る
、
と
し
て
い
る
が
、
羅
常
培
『
慶
門
音
系
』
の
表
記
法
で
は
、
有
声
音
{
印
}

の
表
記
は
認
で
あ
っ
て
、
聞
は
無
声
無
気
音
の
{
包
を
現
し
て
い
る
。
震
門
で
有

声
音
{

ω

}

に
成
っ
て
い
る
字
の
殆
ど
は
疑
母
の
字
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
見
母

の
「
爽
館
」
、
議
母
の
「
迄
吃
」
が
間
関
に
な
り
、
見
母
の
「
爽
激
」
が
誌
に
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
と
、
日
母
・
疑
母
以
外
に
も
濁
点
の
付
さ
れ
る
こ
と
と
は
関
連

が
有
り
そ
う
で
あ
る
が
、
舌
音
な
ど
、
疑
母
・
日
母
と
は
無
縁
で
あ
る
よ
う
な

字
に
も
濁
点
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
有
る
。

こ
れ
に
は
清
濁
の
思
別
を
有
す
る
他
方
言
の
混
入
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
濁

点
の
付
さ
れ
る
の
は
、
や
や
濁
声
母
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
中
国
原
音
で
は
清
濁
の
一
区
別
が
あ
っ
て
も
、
上
述
の
濁
音
の
問
え
の

九
八

弱
さ
(
注
7
)
に
よ
っ
て
、
日
本
人
の
耳
に
は
清
、
溺
の
冨
別
が
な
い
よ
う
に
関
え
、

そ
の
よ
う
に
議
取
ら
れ
た
資
料
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ご
つ
で

も
濁
声
母
に
濁
点
が
打
つ
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
清
濁
の
区
別
加
を
有
す
る
方
音
を

反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
濁
点
の
打
た
れ
て
い
な
い
濁
音
字
は
日
本
人
の

耳
に
は
濁
音
と
は
競
え
な
か
っ
た
の
だ
」
と
断
じ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、

会
濁
声
母
で
臼
母
・
疑
母
に
転
じ
て
し
ま
っ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

思
い
至
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
い
わ
ゆ
る
連
濁
・
新
濁
で
濁
音
化
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
が
、

明
四
番
唐
音
排
』
の
よ
う
な
、
単
字
の
音
表
記
は
別
と
し
て
、
ど
の
資
料
も
字
音

の
連
濁
の
条
件
と
な
る
前
接
字
の
鼻
音
韻
尾
と
は
無
関
係
に
濁
音
表
記
が
あ
る

よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
ポ
リ
ワ

i
ノ
フ
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
(
注
お
)
、
普

通
話
な
ど
現
代
中
国
北
方
語
の
無
声
無
気
音
は
有
声
音
に
関
え
る
こ
と
も
有
る
。

こ
れ
は
無
声
無
気
音
が
、
音
韻
的
に
対
立
す
る
有
声
無
気
音
を
持
た
な
い
こ
と

に
よ
っ
て
起
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
朝
鮮
語
の
よ
う
な
母
音
問
の
無
声
子
音
が

有
声
化
す
る
現
象
に
類
似
し
た
現
象
が
、
起
き
て
い
た
可
能
性
は
有
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
前
接
{
子
の
鼻
音
韻
尾
に
よ
る
連
濁
の
可
能
性
は
弱
い
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
麿
音
資
料
内
部
に
お
い
て
ニ
つ
以
上
の
資
料
で
濁
点
付
き
で
表
記
さ

れ
て
い
る
も
の
を
見
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

「
上
」
重
厳
司
一
騨
林
課
諦
』
員
葉
版
司
金
翻
経
』
司
三
千
傍
名
経
』

『
慈
悲
水
協
法
』
『
唐
音
一
ニ
勝
一
詩
』
『
属
音
世
話
』

「
是
」
『
唐
音
三
髄
詩
』
『
麿
音
雅
信
諾
類
』
『
唐
音
世
語
』

「
執
熟
繋
食
」
『
居
者
雅
俗
語
類
』
『
四
番
唐
音
耕
』

「
循
糠
」
『
唐
音
学
蔵
』
『
四
番
唐
音
鱗
』

「
神
」
吋
唐
音
学
庸
b

『
唐
音
三
髄
詩
』

「
恩
」
重
版
司
禅
林
課
諦
』
円
慈
悲
水
機
法
』



「
浄
」
黄
紫
臨
『
観
音
経
』
員
葉
版
吋
金
期
経
恥

「
道
」
員
葉
版
『
金
関
経
』
『
黄
葉
清
規
』

「
紫
」
な
ど
は
、
「
如
い
等
に
類
推
し
て
日
母
と
照
じ
読
み
を
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
は
充
分
に
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
が
、
「
上
」
が
複
数
の
資
料
に
於
て

濁
点
付
き
で
出
現
し
、
『
一
一
一
千
仏
名
経
』
な
ど
は
、
日
母
・
疑
母
以
外
の
濁
点

付
き
文
字
は
こ
れ
だ
け
だ
と
い
う
の
に
、
こ
の
文
字
は
出
現
の
疫
に
、
殆
ど
必

ず
識
点
が
打
た
れ
て
い
る
。
現
在
の
方
音
資
料
で
は
見
出
せ
な
い
も
の
で
あ
る

が
、
近
世
唐
音
の
原
音
に
お
い
て
は
、
日
母
の
よ
う
な
発
音
で
あ
っ
た
可
能
性

が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
『
唐
音
世
語
』
に
は
、
明
母
泥
母
の
濁
音
表
記
が
有
る
が
、
明
母
や

泥
母
の
轟
音
声
母
は
関
語
な
ど
で
は
非
鼻
音
化
し
て
お
り
、
先
に
挙
げ
た
麗
門

語
な
ど
で
も
非
鼻
音
化
が
一
部
の
字
に
起
っ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
音
を
反
映
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
明
麗
音
世
語
"
聞
は
『
麗
話
辞
審

類
集
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
訳
宮
系
唐
音
を
記
し
た
欝
で

あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
他
の
『
唐
話
辞
欝
類
集
』
所
淑
の
欝
等
と
は

随
分
異
な
っ
た
昔
を
示
し
て
い
る
。
熊
祭
系
麿
音
に
近
い
要
紫
も
有
る
が
、
と

の
よ
う
な
明
母
泥
母
の
表
わ
れ
方
は
、
黄
紫
系
の
唐
音
に
も
見
ら
れ
な
い
も
の

で
あ
る
。

〔

ー-L..叩J
清
濁
の
藍
別
の
あ
る
資
料
か
ら
、
疑
母
日
母
、
全
濁
声
母
を
除
い
て
、
濁
点

の
付
さ
れ
た
文
学
を
拾
う
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

『
窟
詩
選
庸
音
』
(
、
仲
包
括

《
構
声
母
》

{
非
母
〕
不
ボ
門
調
母
〕
碧
ピ
本
鞭
謹
ベ
ン
脚
質
兵
ビ
ン
博
ボ
布
ブ
ウ

{
端
母
〕
低
デ
イ
{
知
母
〕
翠
ジ
駐
ヂ
ィ
、

{
毘
母
〕
掛
グ
ワ
ア
激
ギ
寄
ギ
イ
箕
ギ
ィ
、
繍
ギ
ヤ
ウ
軍
ギ
イ
ン
・
ギ
ン

規
ズ
ウ
(
マ
マ
)

〔審
2
母
〕
嬰
ジ
ヤ
ン
門
審
母
〕
饗
ジ
ン
濃
ジ

{
心
母
〕
思
ズ
ウ
襲
ジ
ヤ
ン
新
ズ
イ
ン

{
精
母
〕
露
ヅ
イ
増
奏
ヅ
エ
ン

《
次
清
声
母
》

【
棟
母
〕
偏
ベ
ン

{
透
母
〕
輪
開
デ
ン

《
他
》
{
明
母
〕

{
議
母
〕

{
清
母
}

陪
ベ
ツ

窺
グ
イ
欺
ギ
イ

薗
ヅ
ア
ン

〔
影
母
】

岡
島
冠
山
『
麿
話
纂
要
』
(
注
お
)

《
消
声
母
》
{
暁
母
】
窓
ボ

《
次
清
声
母
》
門
清
母
〕
縞
ヅ
ヱ
議
ヅ
ヲ

選
遥
軒
序
『
唐
音
和
解
』
〈
注
総
)

《
清
声
母
》
〔
知
母
〕
盤
ヂ

《

他

》

【

霞

母

】

鶴

ゴ

『
貌
氏
楽
譜
』
(
注
幻
)

《
清
声
母
》
〔
端
母
〕

『
八
億
卓
燕
式
記
』
(
注
お

〔
心
母
】

染
ド
ウ

〔
心
母
〕

思
ゲ
ン

成
ジ
ツ

線
ヅ
エ
ン

九
九



《
橋
声
母
》

《
他
》

{
橋
母
〕

{
明
母
〕

欝
ヅ
ヤ
ン

揖
ボ

『
唐
人
間
警
』
(
注
鈎
)

《
清
声
母
》
〔
端
母
〕

蹄
ア

門
知
母
〕 〔

照
母
}

日
け
ヂ
ツ
煮
ヅ
ウ

猪
ヂ
イ

『
揖
駕
社
常
談
』
(
注
鈎
)

《
清
声
母
》

〔
都
母
〕
本
ベ
ン
筆
ピ
皆
披
ビ
イ
搬
ボ
ア
ン
博
ボ
髄
ベ

{
端
母
〕
賭
ド
ウ
鍛
ダ
ン
{
克
母
〕
嬬
矯
ギ
ヤ
ウ

〔
檎
母
〕
議
ヅ
ヲ
構
ヅ
ア
ウ
〔
心
母
〕
襲
ゾ
算
ゾ
ア
ン
線
ヅ
エ
ン

{
審
母
〕
手
ジ
ウ
〔
犠
母
〕
挺
デ
イ
ン

《
次
清
声
母
》

門
務
母
〕
披
ビ
イ
擦
ピ
ヤ
ウ

【
透
母
}
唾
ド
ヲ
胎
ダ
イ
帖
デ
剃
梯
デ
イ
吐
ド
ウ

〔
撤
母
〕
鶴
(
来
母
)
ズ
ウ

門
渓
母
〕
提
僅
グ
ワ
ン
麟
ギ
ユ
イ

《
他
》
{
泥
母
}
機
ジ
ヨ
エ
ン

〔
清
母
〕

{
匝
母
〕

『
傍
遺
教
緩
』
(
注
む
}

《
清
声
母
》

【
見
母
〕
塊
グ
イ
喰
グ
ハ
イ

門
橋
母
〕
離
ヅ
ヲ
ン
進
ヂ
ン

{
審
母
〕
恕
ジ
手
獣
ジ
ウ

《
次
橋
声
母
》

門
損
母
〕

〔
心
母
〕

犠
ザ
環
グ
ワ
ン

終
ヂ
ヨ
ン

喪
ザ
ン

O 
O 

門
諒
母
〕

{
穿
母
}

警

ピ

〔

透

母

〕

土

ド

鰯
ヂ
ヨ
始
(
審
母
)
ヅ
ヲ

〔
渓
母
〕

鎧
ガ
イ

吋
忠
義
水
酷
俸
解
』
{
注
明
記

《
清
声
母
》

〔
梨
母
〕
半
パ
ン
兵
ピ
ン
〔
非
母
〕
不
ボ
甫
ブ
ウ

【
見
母
〕
眼
ゲ
ン
・
ギ
ン
脚
ギ
ヤ
救
ギ
ウ
基
撰
ギ
イ
箪
ギ
ン
輔
矯
ギ
ヤ
ウ

〔
精
母
〕
挫
ヅ
ヲ
、
哉
ヅ
ア
イ
離
ヅ
ヲ
ン
箭
ゼ
ン
卒
ヅ
ヲ

〔照
3
母
〕
汁
ジ
詔
ジ
ヤ
ウ
曙
ヂ
ヨ
震
ジ
ン
{
照
2
母
〕
斬
ヅ
ア
ン

〔
審
母
〕
ム
一
同
ゼ
エ
深
ジ
ン

〔
心
母
}
訊
ヂ
ン
想
ジ
ヤ
ン
紫
ジ
イ
粟
ゾ

《
次
清
声
母
》

門
湧
母
〕
溌
パ
門
透
母
〕
呑
ド
ユ
ウ
藤
一
ア
リ
ン

{
渓
母
}
欺
、
キ
イ
【
清
母
〕
痩
ヅ
エ
ン

《
他
》
〔
影
母
〕
俺
ガ
ア
ン

司
自
警
唐
音
弁
』
掛
江
音
に
の
み
濁
点
の
あ
る
も
の
(
南
京
音
υ

漸
江
音
)

《
清
声
母
》

〔
帯
母
】
誘
パ
ン
日
パ
ン
〔
見
母
〕
禁
キ
ン
υ

ギ
ン
憐
ク
イ
υ

グ
イ

{
精
母
}
栽
.
ザ
イ
日
ヅ
ア
イ
滋
ツ
ウ
日
ヅ
ウ
憎
ツ
エ
ン
υ

ヅ
エ
ン

{照
2
母
〕
新
e

。
サ
ン
υ

ザ

ン

{

照

3
母
〕
指
チ
イ
υ

ヅ
ウ

{
心
母
〕
葡
シ
ュ
ン
u

ヅ
イ
ン

《
次
清
宮
内
母
》

{
徹
母
〕
逗
チ
ン
い
ヂ
ン

【
清
母
}

鰯
ツ
エ
ツ
リ
ヅ
エ
ツ



紙
一
輔
の
関
係
で
具
体
的
に
は
例
示
し
な
い
が
、
吋
窟
詩
選
唐
音
』
な
ど
で
見

る
眼
り
、
前
接
字
に
は
鼻
音
鰻
尾
を
持
つ
も
の
が
多
い
訳
で
は
な
く
、
連
濁
の

可
能
性
は
弱
い
。

清
声
母
な
の
に
濁
点
の
有
る
も
の
は
、
類
推
に
拠
る
誤
読
(
い
わ
ゆ
る
百
姓

読
み
)
の
可
能
性
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
に
、
切
韻
系
韻
警
で
は
清
声

母
で
も
、
当
時
の
原
音
で
は
濁
音
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
例
え
ば
、
「
懐
」

は
司
自
警
震
音
耕
』
で
南
京
ク
イ
漸
江
グ
イ
、
時
仏
選
教
経
』
で
も
、
グ
イ
と

な
っ
て
い
る
が
、
司
漢
語
方
音
字
盤
』
で
も
憐
は
蘇
州
で
有
声
音
で
あ
る
。
他

に
、
明
漢
詩
方
音
字
睦
』
で
清
声
母
が
有
声
音
で
表
わ
れ
る
の
は
、

綿
織
(
暫
母
)
蘇
州
・
混
州

報
(
常
母
)
蘇
州
・
双
峯

魁
(
渓
母
)
蘇
州
(
自
話
)

桶
(
透
母
)
蘇
州
・
撮
州

掲
(
透
母
)
双
峯

場
(
端
母
)
蘇
相
川
・
混
州
・
双
峯

枯
(
知
母
)
蘇
州
・
温
州

撤
(
徹
母
)
温
州

各
見
母
)
蘇
州
・
双
峯

迩
(
見
母
)
双
峯

詮
(
審
2
母
}
双
峯

等
が
有
る
が
、
唐
音
資
料
の
濁
点
と
一
致
す
る
も
の
は
無
い
。
な
お
、
鄭
錦
全

・
王
士
元
両
氏
(
注
お
)
は
、
透
母
の
「
踏
」
(
蘇
州
・
温
州
)
を
も
挙
げ
る
が
、

「
踏
」
に
は
透
母
の
他
に
、
定
母
の
音
が
あ
る
。

関
本
勲
氏
も
カ
1
ル
グ
レ
ン
の
町
中
国
音
韻
学
研
究
』
を
引
用
し
て
示
し
て

い
る
よ
う
に
、
温
州
語
に
お
い
て
、
端
母
が
仏
に
鵠
え
る
こ
と
が
有
る
と
い
う
。

混
州
語
は
清
濁
の
底
別
を
有
す
る
方
一
一
言
で
あ
る
が
、
西
洋
人
の
耳
に
有
声
音
に

聞
え
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
人
の
耳
に
濁
音
に
関
え
る
こ
と
も
あ
り

そ
う
で
あ
る
。

農
音
資
料
内
部
に
お
い
て
二
つ
以
上
の
資
料
で
清
声
母
が
濁
点
付
き
で
表
記

さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

「
籍
」
『
謄
話
纂
要
』
『
四
番
膚
音
耕
』

「
新
訊
」
吋
四
番
属
音
弁
b

q

忠
義
水
器
伝
解
b

「
不
」
『
騒
音
世
諮
問
』
『
唐
詩
選
唐
音
』
『
忠
義
水
論
缶
解
』

「
紫
」
『
四
番
麿
音
排
』
『
忠
義
水
潜
缶
』
『
唐
音
雅
俗
語
類
』

「
兵
欺
軍
」
『
忠
義
水
器
伝
解
』
『
窟
詩
選
唐
音
』

「
汁
」
『
忠
義
水
掛
話
解
』
句
八
仙
卓
燕
式
記
』

「
縦
」
『
忠
義
水
諦
伝
解
』
『
仏
遺
教
経
』

「
縞
矯
粟
」
『
瀞
罵
社
常
談
』
明
忠
義
水
器
伝
解
』

「
手
」
司
瀞
駕
社
常
談
』
『
仏
選
数
経
』

「
線
」
『
瀞
駕
社
常
談
』
『
鶏
氏
楽
譜
h

「接」

2
w罵
社
常
談
』
句
麗
話
議
襲
』

「
博
」
『
瀞
罵
社
常
談
b

『
唐
詩
選
唐
音
』

こ
れ
ら
は
、
中
国
原
音
を
反
映
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
審
承
の
可
能

性
も
あ
る
。
例
え
ば
、
町
四
番
麿
音
鱗
』
で
日
母
・
疑
母
で
南
京
音
に
濁
点
の

無
い
も
の
が
あ
る
。

〔
臼
母
〕

柔
シ
ウ
υ

ジ
ウ
機
譲
シ
ャ
ン
日
ジ
ヤ
ン
濡
揺
シ
ユ
イ
υ

ジ
ユ
イ

戎
シ
ヨ
ン
リ
ジ
ョ
ン
肉
セ
ン
ペ
セ
ン

{
疑
母
〕
危
ク
イ
υ

グ
イ

こ
れ
は
、
他
資
料
と
は
違
っ
て
、
「
濁
点
の
非
積
極
性
」
と
い
う
こ
と
で
は
解

決
で
き
な
い
。
翫
江
音
は
南
京
音
と
違
う
音
形
の
場
合
の
み
記
さ
れ
る
が
、
新

O 



江
音
と
清
濁
の
み
の
遣
い
が
警
か
れ
る
と
い
う
の
は
、
積
極
的
に
南
京
音
で
は

濁
音
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
南
京
音
に
於
て

疑
母
・
日
母
が

F
Z
m
〕
等
の
無
声
音
で
表
わ
れ
る
と
は
考
え
難
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

た
だ
こ
れ
は
、
著
者
朝
関
春
睡
が
自
分
自
身
で
唐
音
を
知
っ
て
い
て
付
音
し
た

と
考
え
た
場
合
の
話
で
あ
る
。
も
し
、
既
存
の
資
料
を
も
と
に
付
音
し
た
と
な

れ
ば
、
話
は
別
別
で
あ
る
。

『
四
議
属
音
耕
』
は
、
上
巻
大
学
・
中
席
、
下
巻
論
語
・
孟
子
そ
れ
ぞ

れ
(
巻
毎
)
に
、
出
現
字
を
翻
数
蝦
に
並
べ
て
、
唐
奮
を
付
す
。
南
京
音
を
付
け

る
に
は
、
上
巻
は
陪
島
冠
山
の
司
唐
音
学
庸
』
の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
よ
い
。

下
巻
も
、
冠
山
著
で
未
刊
の
『
唐
音
論
孟
』
(
広
告
の
み
、
存
苔
不
明
)
を
春
睦

が
見
得
る
立
場
に
有
れ
ば
、
春
睡
は
南
京
音
を
知
ら
ず
と
も
、
円
四
番
唐
音
耕
b

に
南
京
音
を
付
け
る
こ
と
が
出
来
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
て
、
冠
山
の
付
け
た

『
四
番
唐
音
帥
m
h

の
南
京
音
と
『
麗
音
学
腐
』
の
麿
音
は
よ
く
似
て
い
る
が
、

同
じ
で
は
な
い
も
の
も
あ
る
(
例
え
ば
「
可
」
四
コ
ウ
唐
コ
ヲ
)
。
と
こ
ろ
が
、

司
唐
音
学
庸
』
で
は
「
柔
」
は
す
べ
て
シ
ウ
で
濁
点
は
な
く
、
他
の
{
予
も
「
危
」

ク
イ
「
戎
」
シ
ヨ
ン
「
譲
」
シ
ャ
ン
、
と
こ
こ
に
見
え
る
字
で
学
庸
に
あ
る
字

に
つ
い
て
は
、
濁
点
が
打
た
れ
た
例
が
な
い
。
つ
ま
り
、
吋
唐
音
学
庸
』
を
並

べ
か
え
て
、
『
四
番
唐
音
耕
』
上
巻
の
南
京
音
部
分
を
作
っ
た
と
考
え
る
と
、

臼
母
・
疑
母
が
濁
点
無
し
で
表
れ
る
こ
と
が
説
明
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
清
濁

を
警
き
分
け
る
べ
き
『
四
警
窟
音
耕
』
が
、
日
母
・
疑
母
に
濁
点
を
打
た
な
か

っ
た
の
は
、
濁
点
が
非
積
極
的
で
あ
る
こ
と
も
許
さ
れ
や
す
い
資
料
で
あ
る

『
騒
音
学
庸
』
の
よ
う
な
資
料
か
ら
受
け
継
い
だ
と
考
え
る
方
が
理
解
し
や
す

い
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
実
は
、

『
唐
音
学
庸
』
の
刊
行
は
『
四
番
唐
音
耕
』
よ
り
も
追
い
。

O 

し
か
も
、
『
自
警
唐
沓
掛
む
が
警
か
れ
た
事
保
五
年
時
点
で
は
ま
だ
冠
山
の
著

作
で
唐
音
を
付
し
た
も
の
は
、
俗
音
系
の
明
窟
話
纂
要
』
し
か
刊
行
さ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
唐
音
で
四
欝
を
読
む
こ
と
は
、
祖
徳
学
派
の
聞
な
ど
で
、
行
な

わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
『
騎
音
学
庸
』
の
よ
う
な
資
料
が
『
四
番

唐
音
鱗
』
よ
り
以
前
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
。
そ
し
て
、
冠

山
の
弟
子
で
あ
る
朝
間
春
睡
の
晃
た
も
の
が
、
後
年
刊
行
さ
れ
る
と
と
に
な
る

『
唐
音
学
庸
』
と
酷
似
し
た
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
は
充
分
に
有
り
得
る
。
騒
音

資
料
に
見
え
る
表
記
か
ら
、
中
国
語
や
日
本
語
の
音
韻
の
問
題
に
行
く
に
は
、

こ
の
辺
を
確
認
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
難
し
さ
が
残
る
。

〔
四
〕
お
わ
り
に

近
世
唐
音
に
於
け
る
濁
声
母
等
の
状
況
と
、
現
代
中
国
に
於
け
る
方
音
の
状

況
と
を
照
し
合
わ
せ
、
中
国
の
当
時
の
方
膏
の
状
況
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の

は
勿
論
だ
が
、
資
料
自
身
の
成
立
状
況
に
つ
い
て
も
、
な
お
考
察
せ
ね
ば
な
る

ま
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

(注
l
)

岡
本
勲
「
日
本
漢
字
音
に
於
け
る
顕
子
音
の
清
濁
(
上
)
・
(
下
)
|
韻

鏡
清
の
字
に
し
て
日
本
字
音
濁
と
な
る
も
の
に
就
て
|
」
国
語
国
文
一
一
一
七
i
一

一
了
三
八
|
一
。
後
同
日
本
演
字
音
の
比
較
音
韻
史
的
研
究
』
(
桜
楓
社
)
第
三

章
第
二
節
。
ま
た
向
欝
第
一
章
第
二
節
の
六
も
参
照
。

(詰
2
)

高
松
政
雄
「
「
呉
音
」
の
清
濁
」
国
語
冨
文
四
五
|
一
一
。
後
『
日

本
漢
字
音
の
研
究
』
第
二
章
(
四
)
。
問
「
「
正
音
」
の
清
濁
」
国
語
国
文
四
六

i
一
一
、
後
に
再
審
第
一
章
(
一
二
)
。
問
吋
「
漢
音
」
の
清
濁
」
韻
語
国
文
五
六



(注
3
)

九
州
大
学
鮒
属
密
警
館
議
本
に
拠
る
。
ニ
巻
二
冊
。
刊
記
「
襲
暦
ニ

壬
申
黄
鐘
良
辰
平
安
警
緯
寺
町
通
御
池
上
ル
町
柳
田
三
郎
兵
衛
欝
梓
」

(注
4
)

有
坂
秀
世
「
江
戸
時
代
中
頃
に
於
け
る
ハ
の
一
蹴
音
に
つ
い
て
」
国
語

と
国
文
学
一
五
l

一
O
『
菌
語
音
韻
史
の
研
究
』
所
収

(注
5
)

森
博
違
「
近
世
麗
音
と
『
東
嘗
譜
』
」
国
語
学
第
一
六
六
築
参
類
。

(注
6
)

高
松
政
雄
「
近
世
的
唐
音
の
音
体
系
|
江
南
漸
北
音
と
し
て
の
i
」

盟
語
圏
文
五
四

l
七
。
問
「
近
世
麿
音
弁
i
南
京
音
と
漸
江
音

l
」
岐
皐
大
学

国
語
国
文
学
一
七
号

(注
7
)

有
坂
論
文
の
注
こ
こ
に
「
現
代
支
那
方
言
の
濁
音
の
性
質
に
つ
い
て

は
、
越
一
冗
任
氏
「
現
代
呉
語
的
研
究
」
二
七
l
一
一
八
頁
に
詳
し
く
記
述
し
て
あ

る
還
り
で
あ
る
。
之
を
ご
く
大
ざ
っ
ぱ
に
雷
へ
ば
、
語
頭
に
於
て
は
、
盤
門
状

態
は
日
本
語
の
濁
音
の
場
合
の
や
う
な
完
全
な
有
繋
状
態
で
は
な
く
、
所
謂
有

欝
V

に
等
し
い
状
態
に
在
る
。
(
中
略
)
語
頭
の
誌
は
殆
ど
時
的
と
臨
別
し
に
く
い

位
で
あ
る
が
、
語
中
に
於
て
は
前
者
は
明
瞭
な
有
聾
音
と
な
り
後
者
は
無
繋
音

の
ま
〉
残
る
か
ら
は
っ
き
り
と
閤
き
分
け
ら
れ
る
。
(
中
路
)
隔
し
て
語
頭
に
於

て
殆
ど
無
撃
の
や
う
に
関
え
る

Z
で
も
、
よ
く
注
意
し
て
聴
け
ば
、
や
は
り
完

全
な
無
撃
で
は
な
く
、
咽
喉
の
ご
ろ
ご
ろ
鳴
っ
て
ゐ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
」
と
あ
る
。

{注
8
)

刊
記
「
寛
文
二
年
壬
寅
林
鐘
吉
回
一
二
僚
通
鶴
尾
町
田
原
仁
左
衛
門

刻
」
九
州
大
学
文
学
部
離
。
黄
紫
唐
音
の
資
料
に
関
し
て
は
拙
稿
「
近
世
唐

音
の
霊
園
脳
性
」
語
文
研
究
六
三
号
参
類
。
資
料
全
般
に
関
し
て
、
有
坂
論
文
や

石
崎
又
造
『
近
世
日
本
に
於
け
る
支
那
俗
語
文
学
史
』
を
参
照
。

(注
9
)

特
記
「
ニ
条
通
鶴
屋
町
田
原
氏
仁
左
構
内
重
刻
」
九
州
大
学
時
属

関
欝
館
石
崎
文
庫
蔵
。
「
遍
」
以
外
の
濁
点
字
は
、
全
て
寛
文
二
年
版
に
は
な

い
本
文
の
簡
所
で
あ
る
。

(
注
叩
)
寛
文
版
。
金
子
麗
也
「
吋
賛
繁
清
規
』
中
の
唐
音
に
つ
い
て
i
声
母

を
中
心
に

i
い
龍
谷
紀
要
一
二
一
に
よ
る

(注
H
U
)

奥
村
一
一
一
雄
氏
蔵
。
本
番
は
刊
行
は
新
し
い
よ
う
だ
が
、
記
さ
れ
て
い

る
音
は
、
層
内
韻
尾
の
ム
表
記
等
、
天
和
版
観
音
経
と
悶
じ
様
相
を
示
す
も
の

で
あ
る
こ
と
は
、
前
掲
拙
稿
に
記
し
て
お
い
た
。

(
法
ロ
)
天
和
三
年
刊
。
奥
村
三
雄
氏
影
印
・
論
文
に
よ
る
。
奥
村
三
雄
「
天

和
三
年
黄
紫
版
観
音
経
i
近
世
初
期
の
表
記
・
音
韻
史
料
と
し
て
i
」
(
明
近

代
語
研
究
』
第
三
築
)
に
影
印
・
同
「
日
本
漢
字
音
の
体
系
」
(
制
点
語
と
訓
点

資
料
六
号
)
に
賛
紫
販
観
音
経
と
員
葉
書
活
版
観
音
経
の
字
音
表
・
同
「
近
世

音
韻
史
料
と
し
て
の
黄
紫
唐
音
」
(
岐
出
早
大
学
学
芸
学
部
研
究
報
告
(
人
文
科
学
)

五
号
)
に
二
種
観
音
経
と
唐
話
纂
要
巻
六
の
字
音
表
が
載
る
。

(
注
目
)
無
刊
記
。
九
州
大
学
文
学
部
蔵
。

(
注
弘
)
延
宝
七
年
刊
。
九
州
大
学
文
学
部
蔵
。
(
上
巻
の
み
調
査
)

(
注
目
)
長
崎
崇
福
寺
蔵
。
刊
記
「
元
禄
一
ニ
龍
次
農
午
歳
九
月
日
邑
上
第
五

橋
議
欝
騨
林
五
郎
兵
衛
欝
梓
」

(
注
日
)
九
州
大
学
問
属
国
警
館
石
輔
文
庫
蔵
。
明
関
帝
露
経
』
『
誇
語
関
帝

露
経
』
の
二
帖
。
事
保
三
年
判
。
刊
記
「
事
保
歳
次
戊
成
意
冬
崎
賜
弟
子
散
誼

俊
露
日
開
敬
邦
」
。
秋
月
観
畷
・
麓
科
勝
之
「
『
関
天
子
経
h

と
そ
の
麗
音
の
性

格
」
(
弘
前
大
学
文
経
論
議
二

O
i
一
一
一
)
は
唐
音
一
覧
表
を
掲
げ
る
が
、
当
論
文

及
び
富
田
安
『
唐
通
事
家
系
論
致
』
(
長
崎
文
献
社
)
の
影
印
、
関
『
長
崎
崇
福

寺
一
論
放
h

(

長
崎
文
献
社
)
の
一
部
影
印
に
よ
れ
ば
、
長
崎
県
立
国
警
舘
蔵
本
で

は
、
散
寵
俊
の
名
を
含
む
刊
記
は
『
謬
語
関
帝
翼
艇
』
の
方
に
し
か
見
え
な
い

よ
う
で
あ
る
が
、
九
大
本
で
は
吋
関
帝
麗
経
』
の
方
に
も
間
じ
刊
記
が
見
え
る
。

な
お
、
九
大
本
は
吋
関
帝
露
経
』
と
『
欝
語
関
帝
露
経
』
の
題
譲
が
逆
に
な
っ

O 



て
い
る
。

(
注
口
)
京
都
大
学
問
問
腐
闘
番
館
蔵
。
二
巻
一
掃
事
保
五
年
自
序
。
閑
六
年

間
島
冠
山
序
。
刊
記
「
事
保
七
壬
寅
四
月
日
江
戸
通
油
町
板
木
屋
甚
四
郎

板
一
否
。
上
巻
は
大
学
中
庸
の
文
字
を
、
下
巻
は
論
語
孟
子
に
見
え
、
大
学
中

庸
に
見
え
な
い
文
字
を
一
回
数
頗
に
並
べ
、
唐
音
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
漢
字

の
右
側
関
に
南
京
音
が
記
さ
れ
、
斯
江
音
は
南
京
音
と
違
う
音
形
の
場
合
の
み
左

側
に
記
さ
れ
る
。
但
し
、
左
側
に
音
が
記
さ
れ
る
の
は
一
字
多
音
の
場
合
も
有

る
。
な
お
、
本
稿
で
は
括
弧
内
の
「
上
下
」
は
所
属
の
巻
を
表
わ
す
。

(
注
刊
日
)
内
閣
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。
一
二
巻
一
一
一
帯
。
事
保
五
年
向
島
冠
山
・
石
井

雲
ご
・
紹
井
麗
溶
序
。
間
年
重
田
秩
山
践
。
事
保
十
五
年
再
印
増
補
本
。
刊
記

「
事
保
十
五
庚
成
年
正
月
吉
日
日
本
橋
南
二
町
目
小
川
彦
九
郎
」
。
二
冊

目

巻

末

の

「

東

都

議

林

柳

枝

軒

小

川

彦

九

郎

版

離

工

英

玉

欝

関

口
甚
四
郎
刻
」
は
、
初
版
持
の
刊
記
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
平
声
三
百
字
、
広
声

三
百
字
に
騒
音
を
付
す
。

(詑
m
n
)

中
野
三
敏
氏
議
。
内
題
『
騒
音
一
ニ
鐙
詩
欝
譲
』
一
ニ
巻
三
冊
刊
記

「
事
保
十
一
一
内
午
歳
冬
十
一
月
間
嶋
冠
山
先
生
一
註
音
叢
林
大
坂
安
堂
寺

町
五
了
自
秋
田
麗
市
兵
衛
関
版
邸
時
師
趨
口
太
兵
衛
」

(
注
加
)
中
野
三
敏
氏
顔
。
刊
記
「
事
保
十
二
議
関
正
月
十
二
日
大
坂
南
堀

江
三
丁
目
筒
井
麗
蕃
之
助
問
浄
覚
町
村
上
撞
清
三
郎
版
行
」
。
崎

村
弘
文
「
間
島
冠
山
の
癌
話
学
」
(
均
社
論
議
二
三
に
字
音
表
を
載
せ
る
。

(
注
幻
)
事
保
十
一
年
判
明
麿
話
辞
響
額
築
』
第
六
築
所
収
。
義
一
二
ま
で
調

(
注
幻
)
『
騎
話
辞
欝
類
築
』
第
八
撃
に
よ
る
。
以
下
、
明
唐
話
辞
欝
類
築
』

等
の
公
刊
さ
れ
た
も
の
に
よ
っ
た
資
料
は
、
こ
こ
で
は
刊
記
等
は
詳
し
く
記
さ

な
い
こ
と
と
す
る
。

O 
1m 

(
注
お
)
村
山
七
郎
繍
訳
『
日
本
語
研
究
』
に
「
日
本
語
に
お
け
る
子
音
の
諮

カ
テ
ゴ
リ
ー
」
を
所
収
す
る
に
際
し
て
、
訳
控
と
し
て
収
録
し
た
ポ
リ
ワ

l
ノ

フ
ヲ
言
語
学
概
論
』
の

S
幻。

(
注
目
)
崎
水
劉
道
音
。
安
永
六
年
刊
。
中
野
三
敏
氏
蔵
。
矢
野
準
「
近
世
唐

音
の
か
な
表
記
に
関
す
る
一
考
繋
」
(
静
関
女
子
大
学
国
文
研
究
第
一
一
号
)
に

司
仏
遺
教
経
』
『
忠
義
水
器
伝
解
』
と
と
も
に
字
音
表
が
あ
る
。

(
注
お
)
事
保
一
二
年
再
利
豆
腐
話
辞
謬
類
築
』
第
八
築
所
取
林
氏
論
文
に

拠
る
(
巻
六
調
査
)
林
武
繋
「
向
島
冠
出
審
判
唐
話
纂
要
b

の
音
系
」
『
漢

語
史
の
諮
問
題
h

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

(
注
総
)
事
保
元
年
刊
。
吋
唐
話
辞
警
類
集
』
第
八
集
所
収
。

(
注
幻
)
明
朝
五
年
刊
。
九
州
大
学
問
属
国
警
舘
蔵
本
の
刊
記
「
明
和
五
年
戊

子
正
月
審
林
江
戸
日
本
矯
一
町
呂
須
原
屡
茂
兵
衛
大
坂
心
斎
矯
筋
安

堂
寺
町
大
野
木
市
兵
衛
京
都
堀
州
通
仏
光
寺
下
ル
町
銭
麗
七
郎
兵
籍
」
。

中
田
喜
勝
「
畿
氏
と
「
鶏
氏
楽
譜
」

i
徳
川
時
代
の
中
層
語
」
(
長
崎
県
立
圏

際
経
済
大
学
論
築
九
1
一
一
了
由
)
に
現
代
中
国
語
と
の
対
照
表
が
あ
る
。

(法的
ω)

宝
麓
ム
1

一
年
序
刊
。
『
騒
話
辞
警
類
集
』
第
八
集
所
収
。

(
注
油
)
司
臨
箱
詰
辞
響
額
築
，
b

第
四
箆
所
収
。
写
本
。

(
弘
法
犯
)
石
川
金
谷
額
。
吋
騎
話
辞
警
類
築
』
第
一
七
築
所
収
。
明
和
七
年
刊
。

(
注
主
翼
文
二
年
諒
刻
。
九
州
大
学
文
学
部
蔵
。
矢
野
氏
論
文
に
よ
る
。

(
注
担
問
山
南
涛
。
宝
麿
七
年
利
。
『
唐
話
辞
蓄
類
築
』
第
三
集
。
矢
野
氏

論
文
に
よ
る
。

(
注
お

)
S
E
e
s
c
g
g
g
m
S仏
語

HHHHg
∞ム
-
g
z
.
3
8
0
M
o
t
s
M

g
s
m
o
a
否
定

z
s
z
g∞
F
Z
E
E
-
{鄭
錦
全
・
王
士
一
元
「
中
古
漢
語

撃
母
的
演
繋
」
)
摺
載
中
学
報
新
九

l
一
・
一
一

〔
お
か
じ
ま

あ
さ
ひ
ろ
、
京
都
府
支
大
学
専
任
講
師
〕

(
一
平
成
凶
年
十
二
月
十
三
日
受
渡
)




